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第４次地域福祉推進計画

相生市社協では、本年３月に第４次地域福祉推進計画を策定

しました。策定にあたっては、各団体や社協支部役員のみなさ

まから地域課題について多くのご意見やアイデアをいただき、

１７名の策定委員の方々に取りまとめていただきました。

誠にありがとうございました。

相生市社会福祉協議会 
第４次地域福祉推進計画

社協が策定する「地域福祉推進計画」は、相生市において地域福祉を推進するにあたり、

民間の立場で具体的な取り組み等を設定した行動計画です。 

一方、行政がつくる「地域福祉計画」は、社会福祉法第 107 条に規定され、すべての

市町村で策定するよう努めるものとされており、相生市では「第２次相生市地域福祉計画」

を平成 30 年 3 月に策定しています。 

「地域福祉推進計画」と「地域福祉計画」は、共に地域福祉の推進をめざし、住民の参

加を得て策定されたもので、相互に連携して取り組むことがとても重要となります。 

相生市では、少子高齢・人口減少がすすむ中、高齢・障がい・子育て・生活困窮などの

さまざまな生活・福祉課題が広がりをみせており、これらの課題に的確に対応していくた

めには、公的な福祉サービスだけではなく、家族や地域・職場における“支え合い”が大

切であり、地域の多様な関係機関・団体や住民が連携・協働し、包括的な支援体制を整え

ながら、地域コミュニティの再構築と活性化を図っていくことが期待されています。 

このような中、国においては、すべての人々が地域、暮らし、生きがいをともに創り、

高め合うことができる「地域共生社会」の実現に向けて、地域福祉に関する政策を急速に

推進しています。 

相生市社会福祉協議会では、さまざまな人々によるつながりと支え合い、住民・地域・

社協・行政等の協働による取り組みなど、相生市における地域福祉活動を推進するための

新たな方向性を示す指針として策定しました。 

計画の期間は、2019 年度から 2023 年度までの５年間です。

地域福祉推進計画策定の背景と主旨

地域福祉推進計画とは

相生市社協 

地域福祉推進計画

（民間の計画）
連携・協働

相生市 

地域福祉計画 

（相生市の計画）

計画の期間
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第４次地域福祉推進計画

住民座談会、当事者団体ヒアリング、相生市が実施したアンケート結果から抜粋 

地域共生社会とは、制度・分野ごとの縦割りや支え手・受け手という関係を超えて、

地域住民や地域の多様な主体が“我が事”として参画し、人と人、人と資源が世代や分

野を超えて“丸ごと”つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をと

もに創っていく社会のことであり、その実現に向けた取り組みが重要視されています。 

慣れ親しんだ地域の中でいつまでも安心して暮らし続けたいと願う気持ちは誰もが持

っていますが、そのためには、住民同士がお互いに認めたり認められたり、また、支え

たり支えられたりしながら生きていくことが大切です。 

私たち相生市民一人ひとりが持っている力を出し合い、いつまでも「ふくしに満ち溢

れたあいおいのまち」を目指しましょう。 

みなさまの地域に、今一度、目を向けていただき、“オールあいおい”の精神で助け合い

ましょう。 

１ 近所へのあいさつや声かけ
２ 地域の行事や活動への積極的な参加
３ 近所にどんな人が暮らしているかを知る
４ 困った時には遠慮せずにＳＯＳを出す
５ 気になる人や困っている人に気づけば、関係機関へ相談（連絡）する

総合目標「認め合い 支え合い 安心して暮らせる あいおい」

総合目標

相生市の現状と課題

・地域の課題を自分の事として考え、お互いに協力

し合うことが必要。

・若い世代のボランティア参加が必要。私たちはいつまで

も活動できない。 

・困っている住民がどこに相談すればよいか、わか

りやすい相談窓口が必要。 

・交流行事を通して、共に認め合うことが必要。

・個人情報は大切だが、高齢者や要援護者の情報共有を行

い、名簿を共有することも必要ではないか。

・子育てひろばの担い手不足や後継者不足が心配だ。

・歩いて行ける距離に買い物できる場所がなく、自

分や家族が運転できなくなると外出に困る。

住民一人ひとりにお願いしたいこと

地域について

ボランティアについて相談窓口について

障がいのある人について

見守り活動について

子育て支援について

移動手段・交通手段について

たまり場づくりについて

・歩いて行ける距離に集まる場所が必要。 

・自宅に閉じこもりがちな人に声を掛けることが必要。 



あいおいの福祉　第146号 4令和元年6月

第４次地域福祉推進計画

総合目標「認め合い 支え合い 安心して暮らせる あいおい」「認め合い 支え合い 安心して暮らせる あいおい」「認め合い 支え合い 安心して暮らせる あいおい」

第４次地域福祉推進計画総合体系図

住民の生活・福祉課題の
把握に努めます１

２ 総合的な相談機能・支援
体制づくりをすすめます

① 地域の実情、ニーズの把握
② 介護保険事業等を通じたニーズ把握

① 生活困窮者への支援体制づくり
② 総合的な相談支援体制の充実
③ 関係専門職との連携強化・協働

１.社協は、
住民の身近な

相談窓口になります

〈推進目標〉 〈活動目標〉

社協支部活動の強化に努
めます１

２ 当事者理解と社会参加の
促進を支援します

３ 住民の福祉意識の向上に
努めます

４ ボランティア活動者や地域
福祉活動者を支援します

２.社協は、
住民の支え合い活動を
支援します

① 小地域福祉活動の推進
② 見守り事業実施に向けた取り組み
③ 災害にも強い地域づくり

① 共に生きる社会の実現に向けた取り組み
② 移動が困難な人への支援
③ 介護をする人への支援

① 学校や地域における福祉学習の開催
② 地域支え合い人材の育成
③ 住民座談会の開催

① ボランティア活動の担い手の養成
② ボランティアグループの支援
③ 福祉委員活動の具体化

生活課題を解決するためのネッ
トワークづくりをすすめます１

２ 住民のつどい場づくりを
支援します

３.社協は、
住民のつながりの場を
支援します

① 地域をつなぐネットワークづくり（生活支援
　 コーディネーター）
② 関係団体の自主的な運営の支援

① 身近な地域での交流の場づくり
② 相生市立生きがい交流センターを活用したつ
　 ながりの場づくり

経営基盤の強化を図りま
す１

２ 地域福祉課題に対応でき
る人材を育成します

３ 災害時に備えた体制づく
りをすすめます

４ 積極的な広報活動を強化し
ます

４.社協は、
住民から頼りにされる
組織になります

① 社協会員の拡充
② 自主財源の確保に向けた取り組み
③ 組織ガバナンスの強化

① スキル向上のための研修の実施・参加
② 情報共有のための仕組みづくり

① 災害発生時に対応できる組織づくり
② 災害に備えた資機材の整備

① 情報発信の強化
② 社協事業の PR

〈具体的な取り組み項目〉※下線は重点項目
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第４次地域福祉推進計画

災害発生時に対応できる組織づくり 

～ 重点的に取り組む内容 ～ ～ 重点的に取り組む内容 ～ ～ 重点的に取り組む内容 ～ 

生活困窮者への支援体制づくり 小地域福祉活動の推進 

学校や地域における福祉学習の開催 

ボランティア活動の担い手の養成 

地域をつなぐネットワークづくり
（生活支援コーディネーター） 

身近な地域での交流の場づくり 

社協会員の拡充 

　市社会福祉課等と連携し、世帯の更生
を支援します。また、緊急的かつ一時的
に生計の維持が困難となった世帯に、生
活に必要な食料等を提供することで、世
帯の自立を促し、円滑な社会生活が送れ
るよう支援します。

　住民の小地域福
祉活動への参加や
関心が高まるよう、
社協支部や福祉委
員活動の活発化を
支援します。  

　会費の性格や使途をＰＲし、地域
住民の理解を求めることで、社協会
員への加入を促進します。 

　各社協支部において、住民が主体
的に地域の課題を話し合い、支え合
いや助け合いの活動に繋げることの
できる協議の場（協議体）づくりを支
援します。そして、制度の挟間の生
活課題に対応するため、住民が主体
となった助け合い活動を推進し、そ
の活動を支援します。

　「相生市社協災害救援マニュア
ル」の周知に努めます。また、災害ボ
ランティアセンター設置訓練を定期
的に実施するとともに、被災地への
職員派遣に迅速に対応できる組織づ
くりに努めます。 

　学校や地域において、
住民相互の助け合いの
意識を高める事業を推
進します。 
　また、小・中・高等学校
等と連携し、福祉や人権
への理解を深めるための
福祉学習を開催します。 

　幅広い世代がボラン
ティア活動に参画できる
よう、さまざまなボラン
ティア養成講座を開催
します。また、身近な地
域で地域福祉活動や地
域コミュニティの核とな
るリーダーの養成を行
います。 

　各社協支部や単位自治会をエリアとしたふれあいいきいきサ
ロン活動を推進し、一人暮らし高齢者などが身近に感じることの
できるつどい場づく
りを支援します。ま
た、子育て中の親と
子が気軽につどい、
相談や情報交換の
できる「まちの子育
てひろば」の運営を
支援します。 

生活支援サポーター養成講座生活支援サポーター養成講座

小学校の福祉学習小学校の福祉学習

ふれあいいきいきサロンふれあいいきいきサロン

福祉委員研修福祉委員研修

災害救援ボランティア資材庫災害救援ボランティア資材庫
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社協は、住民の身近な相談窓口になります

社協は、住民の支え合い活動を支援します

推進目標1

推進目標2

総合
目標

社協支部活動の強化に努めます
◆地域ふれあい活動助成
◆地域歳末たすけあい事業助成
◆地域行事への用具貸出し
◆カレンダー配付
◆支え合いマップづくりの促進
◆災害にも強い地域づくり研修

◆ひとり親家庭等小・中学校卒業祝
◆あいあいスポーツ大会への参加協力
◆手話通訳者等・要約筆記奉仕員派遣
◆高齢者等移送サービス
◆介護者への支援

当事者理解と社会参加の促進を支援します

住民の福祉意識の向上に努めます
◆善意のつどい
◆福祉学習の実施
◆高等学校福祉活動助成
◆福祉教育推進指定校助成
◆福祉教育推進指定校連絡会
◆福祉学習用教材の貸出し
◆認知症サポーター養成講座
◆地域福祉リーダー研修
◆「トライやる・ウィーク」の受入れ
◆実習生受入れ
◆在宅看護論実習
◆住民座談会の開催

◆ボランティア講座の開催
　傾聴(入門)・朗読(初級)・移送サービス(入門)・生活
　支援・介護予防サポーター・点字(中級)
◆ジュニアボランティアスクール
◆ボランティア交流活動
◆ボランティア活動の調整
◆ボランティア協会との連携・協働
◆ボランティア活動に関する賞賛・顕彰
◆ボランティア・市民活動災害共済等
◆ボランティアグループ・ＮＰＯに対する助成金申
　請の支援
◆福祉委員活動の具体化

ボランティア活動者や地域福祉活動者を支援します

◆生活困窮者自立相談支援事業との協働
◆生活福祉資金貸付事業の実施
◆要保護・準要保護世帯児童・生徒への助成
◆歳末たすけあい運動要援護世帯支援助成
◆生活困窮者食料等支援事業
◆被災者への支援
◆ふれあい福祉相談所の運営
◆日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）
◆民生委員・児童委員との連携
◆課題解決に向けたネットワークの構築
◆社会福祉法人の地域公益活動の推進（新規事業）

総合的な相談機能・支援体制づくりをすすめます住民の生活・福祉課題の把握に努めます
◆福祉ニーズの把握
◆福祉機器貸出しサービス及び相談
◆居宅介護支援事業
◆訪問介護事業
◆小規模多機能型居宅介護事業
◆障がい福祉サービス事業

活動目標❶ 活動目標❷

活動目標❶ 活動目標❷

活動目標❸ 活動目標❹

事業計画と予算 平成３１年３月２６日に開催された
評議員会において、平成３１年度の
事業計画及び予算が決まりました。
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会費収入  1,240   1%

寄附金収入  2,181   1%

経常経費補助金収入
27,149  14%

受託金収入
14,440   7%

事業収入
3,213   2%

介護保険料収入
120,143  64%

障害福祉サービス等
事業収入
16,248   9%

受取利息配当金収入
  1,121   1%

その他の収入 570   1%

予　　算 （単位：千円）

収入合計
186,305

小規模多機能型
居宅介護事業
61,376  33%

法人運営事業   6,759　 3%
地域福祉活動事業  12,484　 7%

ボランティア福祉活動事業
4,803　 3%

ふれあい福祉相談所事業
｠1,174　 1%

福祉サービス利用援助事業
｠1,288　 1%

生活福祉資金貸付事業
383　 1%

共同募金配分金事業
7,982　 4%

善意銀行運営事業
2,191　 1%

訪問介護事業
32,179  17%

居宅介護支援事業｠
26,993  14%

障害福祉サービス事業
13,694    7%

地域生活支援事業
  2,554    1%

生きがい交流センター事業
10,477    6%

貸衣裳事業 1,968  1%｠

支出合計
186,305

社協は、住民のつながりの場を支援します

社協は、住民から頼りにされる組織になります

推進目標3

推進目標4

経営基盤の強化を図ります
◆会員の拡充
◆共同募金運動に対する協力
◆介護保険事業職員の確保
◆社協広報紙有料広告
◆貸衣裳事業の運営
◆理事会・評議員会・監事会等の開催
◆評議員選任・解任委員会の開催
◆在宅福祉サービスの推進
◆既存事業の評価

◆役員研修
◆職員研修
◆部門別勉強会

地域福祉課題に対応できる人材を育成します

災害時に備えた体制づくりをすすめます
◆災害発生時に対応できる組織づくり
◆災害に備えた資機材の整備

◆ホームページの刷新（新規事業）
◆社協だより「あいおいの福祉」の発行

積極的な広報活動を強化します

◆ふれあいいきいきサロン
◆まちの子育てひろば
◆まちの子育てひろば連絡会の開催
◆相生市立生きがい交流センターの運営

住民のつどい場づくりを支援します生活課題を解決するためのネットワークづくりをすすめます
◆生活支援コーディネーターの配置
◆小地域の福祉ネットワークの場の設置への働きかけ
◆当事者及び支援団体への助成
◆福祉活動への事業費の助成
◆ユネスコ協会の事務局運営

活動目標❹活動目標❸

活動目標❶ 活動目標❷

活動目標❷活動目標❶

平成31（2019）年度
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平成29年12月1日～平成30年2月28日 （敬称略）平成29年12月1日～平成30年2月28日 （敬称略）

市民の皆さまのあたたかい善意
ありがとうございます　

平成31年3月1日～令和元年5月31日（敬称略） 

善意銀行預託 （単位：円）
住　所 氏　名 内　容 金　額

３月
緑ヶ丘 4 丁目 濵田　郁子 2,000 
若狭野町福井 野勢　博昭 物品預託
那波野 1 丁目 角本　勝 絵手紙アイデア作品の売上金 4,800 

匿名 2,000 
佐方 2 丁目 久我　幸枝 2,000 
相生 5 丁目 匿名 100,000 
那波野 3 丁目 匿名 2,000 
佐方 3 丁目 小寺　克典 3,000 
たつの市揖西町南山 相生モラロジー事務所 5,000 

匿名 物品預託
４月

栄町 古文書に学ぶ会 会長　大森　敏子 13,549 
緑ヶ丘 4 丁目 濵田　郁子 2,000 
那波西本町 奥田　富雄 亡母（雪野）供養 50,000 
旭 2 丁目 匿名 3 月分、4 月分 6,000 
旭 2 丁目 匿名 3 月分、4 月分 6,000 
佐方 2 丁目 久我　幸枝 2,000 
緑ヶ丘 3 丁目 蛭子　浩志 10,000 
緑ヶ丘 3 丁目 蛭子　浩志 介護用品 物品預託
佐方 3 丁目 小寺　克典 3,000 
たつの市揖西町南山 相生モラロジー事務所 5,000 

５月
緑ヶ丘 4 丁目 濵田　郁子 2,000 
佐方 2 丁目 久我　幸枝 令和記念 3,000 
野瀬 高橋　房代 香料返し 50,000 
旭 5 丁目 匿名 10,000 
大石町 匿名 10,000 
緑ヶ丘１丁目 匿名 物品預託

匿名 20,000
旭 2 丁目 匿名 3,000 
旭 2 丁目 匿名 3,000 

匿名 3,000 
たつの市揖西町南山 相生モラロジー事務所 5,000 
佐方 3 丁目 小寺　克典 3,000 

匿名 5,000 
匿名 介護用品 物品預託

川原町 相生シルバー人材センター
パソコン同好会 7,500 

善意銀行払出し
内　容 金　額

善意の日記念払出し 485,980 
要保護・準要保護世帯生徒の中学校修学旅行に伴う小遣い（12 件） 72,000 
貸出用品（綿菓子機１台） 106,000 

（単位：円）

賛助会員
口数 住　所 氏　名
3 那波野 1 丁目 匿名
3 古池 2 丁目 岡本　文博
3 旭 5 丁目 宮崎　智子
3 若狭野町入野 中原　美智子
3 若狭野町入野 中原　初子
3 若狭野町下土井 匿名
3 赤坂 1 丁目 中田　勝康
3 佐方 2 丁目 中西　イク子
3 千尋町 山田　節哉
2 双葉 1 丁目 匿名
2 相生 2 丁目 山田　笑子
2 佐方 2 丁目 久我　幸枝
2 佐方 3 丁目 前田　京子
2 千尋町 香島　英彦

口数 住　所 氏　名
1 古池 1 丁目 匿名
1 古池 2 丁目 匿名
1 古池 2 丁目 匿名
1 野瀬 高橋　房代
1 青葉台 匿名
1 若狭野町若狭野 匿名
1 那波野 2 丁目 佐渡　謙一
1 那波野 2 丁目 赤木　美智博
1 佐方 1 丁目 匿名
1 佐方 2 丁目 金治　利明
1 佐方 2 丁目 緑　和子
1 佐方 2 丁目 小松　孝夫
1 佐方 2 丁目 小松　景子

（1口：1,000円）

法人会員
所在地 団体、事業所、企業名 金　額

大島町 元気アップみのり 3,000
双葉 1 丁目 認定こども園どんぐりの家 3,000
大島町 保育園ゆりかごの家 3,000
那波大浜町 小規模多機能型居宅介護事業所たんぽぽ 3,000
那波本町 なばの里デイサービスセンター 3,000
山崎町 栗尾整形外科 3,000
那波本町 八幡保育所 3,000
若狭野町雨内 障害者グループホーム「めばえ」 3,000
若狭野町若狭野 若狭野荘 3,000
矢野町下田 矢野川保育所 3,000
那波野 1 丁目 平芝保育所 3,000
相生 3 丁目 相生保育所 3,000
矢野町真広 特別養護老人ホーム椿の園 3,000
矢野町真広 養護老人ホーム愛老園 3,000
山手 2 丁目 老人保健施設アルテハイムやまて 3,000
那波野 1 丁目 障害者支援施設野の草園 3,000
旭 3 丁目 合同会社アズ 3,000
野瀬 あいおい福祉会 3,000

（3,000 円以上）

「善意銀行」では… 市民の皆様の尊い善意の気持ちを、金銭や物品としてお預かりし、相生市社会福祉
協議会が行う福祉のまちづくりのための事業に大切に使わせていただいております。

相生市社会福祉協議会善意銀行では、
「６月１日善意の日」を記念して市内の福祉施設等に物品の払出しを行っています。

幼稚園
（合計：114,750 円）
・あおば幼稚園……絵本
・山手幼稚園……絵本
・矢野川幼稚園……絵本
・中央幼稚園……絵本
・平芝幼稚園……絵本
・相生幼稚園……絵本

福祉事業所（合計：258,230 円）
・元気アップみのり
……屋外用プランター、プランターカバー

・合同会社アズ 就労継続支援施設 A型事業所あすなろ
……ベンチ、テーブル、スチール棚５段、脚立、扇風機、掃除機

・特別養護老人ホームこすもす倶楽部  ……センサーマット
・いぶき作業所  ……かき氷機、製氷カップ

保育所
（合計：62,000 円）
・八幡保育所……日よけタープ
・平芝保育所……加湿器
・矢野川保育所……加湿器
・相生保育所……玩具
・ゆりかごの家……絵本

認定こども園
（合計：51,000 円）
・テレジア幼稚園
… … こいのぼり
・どんぐりの家
… … 図書カード

 善意の日
記念払出し

これより下は広告欄です

営業所 〒678-0243 兵庫県赤穂市若草町142番地1 
　　　 TEL 0791-42-2661　FAX 0791-42-2660

有限会社有限有限有限有限有限有限有限有有限有限有有有有限有有限有限限会社会社会社会社会社会社会社会社会社会社会社会社会社会社会社会社社会社会社社有限会社みなと保険企画みなと保険企画有限
会社はと印刷

最新鋭シール印刷機と
　レーザーカッター導入

http://www.hatoin.jp/
TEL 22-1111
兵庫県相生市栄町12番1号

TruepressjetL250AQ　シール印刷機
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TOPICS

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
だ
よ
り

相
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

会
長　

小
橋　

邦
子

　

平
素
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
元
号
も
「
平
成
」
か
ら

「
令
和
」
に
、
新
時
代
を
む
か
え
会
員
一
同
気
持
ち
を
新

た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
協
会
で
は
12
の
グ
ル
ー
プ
が
自
分
の
得
意
と

す
る
分
野
を
活
か
し
活
動
中
で
す
が
、
会
員
の
高
齢
化
、

会
員
の
減
少
に
よ
り
活
動
が
継
続
し
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
み
な
さ
ま
、
私
た
ち
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
ま
せ
ん
か
？
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
「
奉

仕
」「
自
己
犠
牲
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
そ
れ
は
違
い
ま

す
。
本
当
は
「
や
り
た
い
か
ら
や
る
」「
楽
し
い
」「
自
分

が
変
わ
れ
る
」
体
験
な
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
子
供
に

手
が
か
か
ら
な
く
な
り
「
ほ
っ
と
」
一
息
、
で
も
何
だ

か
毎
日
が
さ
み
し
い
と
い
う
主
婦
の
方
。
家
事
だ
け
の

毎
日
で
は
物
足
り
な
い
、
そ
の
あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
他
人
の
為
に
使
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
定
年
退
職
を
む
か
え
「
こ
れ
ま
で
の
会
社
人
間
か

ら
脱
皮
し
て
新
し
い
人
生
を
」
と
思
っ
て
い
る
シ
ニ
ア

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
世
界
で
は
有
望
な
人
材
で
す
。
ま

た
、
育
児
や
仕
事
で
て
ん
て
こ
ま
い
と
い
う
人
も
、
忙

し
い
な
り
に
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
こ
と
で
、
自
分
の
知
ら
な

か
っ
た
新
し
い
世
界
、
人
生
が
見
え

て
く
る
か
も
・
・
・
。

　

み
な
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「はるかな歌」をみんなで歌おう

ハーモニカ演奏グループ「sakata・ハモニ
アンサン」による定例演奏会が佐方南栄町
公民館で行われました。懐かしい楽曲に合
わせて歌ったり、手拍子をしたり、優しい
音色に癒されて楽しい時間を過ごしました。

5 月 30 日（木）

相生市那波大浜町にグループホーム「すま
いる」がオープンしました。「すまいる」では、
皆さんお互いに声をかけあい、笑顔あふれ
る共同生活を送られていました。安心でき
る「住まい」がここにあります。

グループホーム「すまいる」オープン
4 月 2 日（火）

認知症サポーター養成講座（双葉小学校）
6 月 7 日（金）

双葉小学校にて、認知症サポーター養成講座を
行いました。オープンスクールの日の開催でし
たので、保護者の方々にも参加して頂けました。
認知症についての勉強をし「私たちは認知症の
人に何ができるか」を考え、発表も行いました。

脳トレブロック（コミュニケーション麻雀）
５月 23 日（木）

ふれあいいきいきサロン古池で、脳トレブロ
ックに挑戦しました。2 ～ 3 人のチームで相
談しながらゲームを進めるので、勝った時は
うれしい気持ちを、負けた時はがっかりした
気持ちをチームの皆で分かち合えます。

民生・児童委員と民生協力委員による合同
研修会（双葉地区） ６月１日（土）

古池公会堂において開催された研修会では、医療や介
護、福祉の専門職ボランティアグループ「ええで！あ
いおい」のメンバーと、地域の良いところや困ってい
ることを話し合いました。課題解決のためには、住民
と専門職との協力が大切であることを再確認しました。

濱本哲也氏のギター演奏で、懐かしいフォ
ークソングや、唱歌を楽しみました。介護
者のつどい「あ・うんの会」では、月 1 回
の例会でリフレッシュ活動を行っていま
す。

あ・うんの会 ほのぼのコンサート
５月 24 日（金）
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福祉教育作文最優秀作品
６月２日（日）に開催の「相生市善意のつどい」において、最優秀
賞、優秀賞に輝いた児童・生徒６名が表彰され、最優秀賞を受賞し
た児童・生徒による作文の朗読が行われました。

双
葉
中
学
校　

２
年　

矢
倉 

圭
恭

部
の
校
学
中『

し
あ
わ
せ
の
連
鎖
』

　
毎
日
、
僕
は
７
時
40
分
に
家
を
出
て
学
校

に
向
か
う
。
気
分
の
良
い
日
は
、
足
ど
り
も

軽
い
。
テ
ス
ト
の
日
は
、
足
ど
り
が
重
い
。

小
学
校
の
時
か
ら
八
年
間
、
毎
日
歩
い
て
通

っ
て
い
る
道
だ
。

　
僕
の
家
は
山
の
一
番
上
に
あ
っ
て
、
行
き

は
と
て
も
楽
だ
け
ど
帰
り
は
と
て
も
し
ん
ど

い
。
重
い
教
科
書
の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
背
負

っ
て
、
補
助
カ
バ
ン
を
手
に
持
っ
て
の
長
い

坂
道
は
地
獄
の
よ
う
だ
。
小
学
生
の
頃
、
友

達
と
遊
ぶ
約
束
を
し
た
日
は
少
し
で
も
早
く

遊
び
に
行
き
た
い
か
ら
死
に
そ
う
な
く
ら
い

一
気
に
坂
道
を
か
け
上
が
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
坂
道
は
中
学
生
に
な
っ
た
今
で
は
、
体
力

が
つ
い
た
お
か
げ
で
苦
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
日
も
い
つ
も
の
時
間
に
家
を
出
て
坂

道
を
下
り
、
い
つ
も
通
る
散
髪
屋
さ
ん
の
所

ま
で
来
た
時
、
忘
れ
物
を
し
た
こ
と
に
気
付

い
た
。
大
急
ぎ
で
来
た
道
を
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
坂
道
の
下
ま
で
戻
っ
て
来
た
。

坂
道
の
下
で
大
き
く
深
呼
吸
を
し
て
一
気
に

か
け
上
が
り
家
ま
で
戻
っ
た
。
急
い
で
忘
れ

物
を
カ
バ
ン
に
入
れ
、
来
た
道
を
一
気
に
か

け
下
り
る
と
、
僕
の
前
に
つ
え
を
つ
い
た
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ご
み
袋
を
道
に
置
い
て
立
っ

て
い
る
の
が
見
え
た
。
急
い
で
い
た
の
で
そ

の
ま
ま
横
を
通
り
抜
け
た
。
下
り
坂
だ
か
ら

き
っ
と
楽
だ
よ
、
僕
は
思
っ
た
。
後
ろ
か
ら

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
た
の
で
五・六
歩
く
ら
い
走
っ
た
所
で
振
り

返
っ
て
見
る
と
、
さ
っ
き
の
所
か
ら
全
く
動

い
て
な
か
っ
た
。
僕
は
、
急
い
で
か
け
下
り

た
坂
道
を
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

所
に
行
っ
た
。
そ
し
て
、
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
「
こ
れ
、
あ
の
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
捨
て
と
い
た
ら
え
え
な
ぁ
。」
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
返
事
も
聞
か
ず
に
走
っ
て
、

僕
の
カ
バ
ン
よ
り
だ
い
ぶ
軽
い
ゴ
ミ
を
捨
て
、

猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
学
校
に
向
か
っ
た
。

　
帰
り
道
、
坂
道
を
歩
き
な
が
ら
今
朝
の
出

来
事
を
思
い
出
し
た
。「
い
つ
も
の
時
間
に
家

を
出
る
か
ら
今
ま
で
あ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

会
わ
な
か
っ
た
の
か
。
あ
ん
な
に
軽
い
ゴ
ミ

を
捨
て
に
行
く
事
っ
て
そ
ん
な
に
大
変
な
こ

と
な
の
か
な
。
年
を
取
っ
た
ら
坂
道
を
下
り

る
こ
と
が
難
し
い
の
か
な
。」

　
家
に
帰
る
と
、
朝
会
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
隣
に
住
ん
で
い
る
僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

朝
ゴ
ミ
捨
て
を
し
て
も
ら
っ
て
「
あ
り
が
と

う
。」
と
言
っ
と
い
て
と
頼
ま
れ
た
こ
と
を
、

僕
に
教
え
て
く
れ
た
。

　
僕
ら
に
は
、
簡
単
な
こ
と
で
も
お
年
寄
り

や
手
足
が
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
は
時
間
が

か
か
っ
た
り
、
大
変
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

あ
の
時
は
、
お
礼
を
言
っ
て
欲
し
い
か
ら
ゴ

ミ
を
捨
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
と
っ
さ
に
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
捨
て
に
行
き
た
く
て
も
早
く

い
け
な
い
か
ら
休
ん
で
い
た
。」
そ
う
思
え
た

か
ら
行
動
に
移
せ
た
の
だ
。
僕
ら
若
者
が
、

困
っ
て
い
る
人
や
お
年
寄
り
に
自
然
と
手
を

差
し
の
べ
ら
れ
た
ら
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き

ら
れ
る
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、

自
分
に
も
幸
せ
が
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
証
拠
に
僕
は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
て
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
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部
の
校
学
小

賞
秀
優
最

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
』

那
波
小
学
校　

５
年　

今
井 

苺

　
平
成
31
年
４
月
27
日
。
わ
た
し
の
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
百
歳
の
た
ん
生
日

で
し
た
。
百
歳
を
む
か
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
お
い
わ
い
す
る
と
、
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
よ
く
笑
っ
て
い

ま
し
た
。

　
わ
た
し
が
一
年
生
の
こ
ろ
ま
で
は
、

と
て
も
元
気
で
い
っ
し
ょ
に
買
い
物
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
最
近
で
は
、

ベ
ッ
ド
で
ね
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
の
こ
と
も

わ
す
れ
て
い
る
と
き
が
あ
り
、
笑
う
こ

と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
わ
た
し
は
、
と
て
も
か
な
し
く

な
り
ま
し
た
。

　
今
は
、
買
い
物
に
行
く
時
、
車
い
す

が
必
要
に
な
り
、
付
き
そ
い
が
い
な
い

と
一
人
で
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
ふ
ろ
に
入
る
の
も
今
は
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
は
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
何
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
四
年
生
の
時
に
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」
と

い
う
高
齢
者
の
施
設
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
コ
ー
ダ

ー
を
え
ん
そ
う
し
た
り
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、
手
を

た
た
い
て
く
れ
た
り
、
な
み
だ
を
流
し

た
り
し
な
が
ら
聞
い
て
く
れ
る
方
も
い

ま
し
た
。
そ
の
時
、
わ
た
し
は
思
い
ま

し
た
。
わ
た
し
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
ん
だ
な
あ
と
。

　
何
も
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
だ
け

で
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
相
生
市
に
も
た
く
さ
ん
の
お
年
よ
り

が
い
ま
す
。
買
い
物
に
行
っ
た
時
、
少

し
勇
気
を
出
し
て
、「
大
丈
夫
で
す
か
。」

「
手
つ
だ
い
ま
し
ょ
う
か
。」
と
、
声
を

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
た
時
に
は
、
席
を

ゆ
ず
っ
た
り
手
を
か
し
た
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
の
一
言
で
、
た
く
さ
ん
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
、
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
そ
し
て
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る

相
生
市
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　
今
、自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、

人
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

　
相
生
市
を
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

介護者のつどい「あ・うんの会」〜会員募集〜

介護者が悩みを話し合う会や勉強会、施設見学会などの活動が

あります。活動への参加は自由です。お気軽にどうぞ。

定例会：毎月第３火曜日

時 間：１３：３０〜１５：００

場 所：相生市立総合福祉会館

これより下は広告欄です
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Information 伝言板

気軽に立ち寄れる相談窓口として開設して
います。お電話でも受け付けています。

ふれあい心配事相談

このページのお問合せ・申込み…相生市社会福祉協議会☎23-2666

相生市外の方も
ご利用いただけます 

ご来場の方に
粗品進呈 

予約フェア期間中
着物の払下を行います 

◆留　　袖　（通常 5,000 円～ 25,000 円→4,500 円～22,500 円） 
◆男 紋 付 　（通常 12,000 円～ 20,000 円→10,800 円～18,000 円）
◆小 振 袖 　（通常 6,000 円→5,400 円）
◆付　　下　（通常 5,000 円～ 10,000 円→4,500円～9,000 円）
◆袴・お宮参り・色無地・小紋　（通常 5,000 円→4,500円）

◆振　　袖　（通常 25,000 円～ 48,000 円→22,500 円～43,200 円）

日時／８月２日（金）・８月３日（土）
　　  １０時００分～１６時００分
場所／相生市立総合福祉会館３階 衣裳室

相生市社会福祉協議会では、品質のよい品を低価格で貸出ししております。さまざまな行事にお役立て下さい。

８月２日（金）の割引対象衣裳

３ の割引対象衣裳８月３日（土）の割引対象衣裳

場 所: 相生市立総合福祉会館３階
相談料: 無料
相談時間:13 時 30 分〜 16 時 00 分
	 予約不要
日 程:	７月　８日（月）
	 ８月 13 日（火）
	 ９月　９日（月）

対象者: 傾聴ボランティアに興味のある方
締 切: ７月 19 日（金）
定 員:  20 名
参加費:	無料

弁護士が問題解決に向けて助言をする相
談所です。

主に兵庫県内で活動するボランティアグ
ループに対する助成金の案内です。

お話し相手のボランティアの依頼が急
増しています。あなたも講座に参加し
て活動してみませんか。

市内の病院を受診する時に、待合い
などで一緒に付き添っていただける
ボランティアを募集しています。活
動時間は１回につき１～２時間程
度、活動日は要相談です。ご協力い
ただける方は、ぜひご連絡をお待ち
しています。

場 所: 相生市立総合福祉会館３階
相談料: 無料（相談時間 30 分）
相談時間: ９時 00 分〜 12 時 00 分
	 30 分ごとの予約制
日 程:	７月　6 日（土）
	 ７月２０日（土）
	 ８月　３日（土）
	 ８月１７日（土）
	 ９月　７日（土）
	 ９月２１日（土）

弁護士の法律相談 傾聴ボランティア入門講座県民ボランタリー活動助成金のご案内

病院での付き添いボランティア募集！

受付期間: ７月１日（月）～ 8 月 30 日（金）
助成金額: 上限 3 万円
	 ※エントリー数による
助成対象: 令和元年度に県内でボラン
	 タリー活動を 12 日以上行う
	 5 人以上のグループ・団体
	 （その他条件あり）
実施主体: ひょうごボランタリープラザ
	 （兵庫県社会福祉協議会）
その他 : 社協に備え付けている所定
	 のエントリー書に必要事項
	 を記入の上
	 申請して
	 ください。

７月 23 日（火）9：30 ～ 11：30
相生市立総合福祉会館 301 研修室
コミュニケーションの基本
講師：心理カウンセラー 稲松 由佳 氏
７月 30 日（火）9：30 ～ 11：30
相生市立総合福祉会館 401 研修室
傾聴の技術を高める
講師：心理カウンセラー 稲松 由佳 氏
8 月 6 日（火）9：30 ～ 11：30
相生市立総合福祉会館 401 研修室
傾聴ボランティアの魅力
講師：元こすもす倶楽部統括施設長
　　　福島 玲子 氏
8 月 7 日（水）～ 8 月 30 日（金）
市内福祉施設
体験してみよう～施設でのボランティア体験～


